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（課題名）作物ゲノム編集におけるプラズマ革命への挑戦的研究 
 
１ 代表機関・研究統括者 

国立研究開発法人 農研機構 生物機能利用研究部門 今井 亮三 
 
２ 研究期間：令和４年度～令和５年度（２年間） 

 

３ 研究目的 

大気圧プラズマ処理を使ったタンパク質ベースのゲノム編集技術を

開発する。ゲノム編集をより広範な作物/品種に適用でき，遺伝子組換

えを使わない全く新しい作物ゲノム編集技術の実用化を目指す。 

 

４ 研究内容及び実施体制 

①  茎頂プラズマ法の開発 

プラズマ処理により茎頂組織にゲノム編集酵素を取り込ませる技

術を確立し、作物実用品種育成への利用に道筋をつける。 
（農研機構生物機能利用研究部門） 

 

② プラズマタンパク質導入機構の解析及び導入の効率化 

プラズマ法によるタンパク質取り込みが能動輸送系であることを

確認するとともに、ゲノム編集を効率的に誘導する条件を明らかに

する。 
（農研機構生物機能利用研究部門） 

    

５ 最終目標 

茎頂プラズマ法により、ゲノム編集されたコムギを 2 系統以上作出

する。 

 

６ 期待される効果・貢献 

遺伝子組換え技術を使わないゲノム編集技術として、国民が受け入

れやすいゲノム編集品種の開発に貢献する。 

 
【連絡先 国立研究開発法人 農研機構生物機能利用研究部門 029-838-7419】 
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